












A Study of Sympathy on Evaluating Local Environment:















































かな自然があり,住民が生業を行っており, ｢資源｣ ｢原生自然｣ ｢生業･生活の場｣のいずれの
捉え方もできる.白神山地については, (地元)として白神山地住民, (よそ者)として相馬市役
所職員(以下,相馬行政),相馬市保護団体メンバー(以下,相馬保護団体),松川浦住民を設定
した.松川浦については, (地元)として松川浦住民, (よそ者)として相馬行政,相馬保護団体
を設定した.また, (よそ者)による　く地元) -の共感を検証するために,白神山地入山禁止問
題と,これを参考に作成した仮想状況である松川浦立入禁止問題を設定した.これらの問題につ
いて,ともに｢立入認可｣の意見を持つならば,立入問題において白神住民に共感していると見
なす.共感に関する仮説として, ｢松川浦住民は白神住民に共感しやすい｣を設定した.また,
補足的仮説として,心理学を参考として｢女性は白神住民に共感しやすい｣を設定した.以上の
モデルの妥当性を検証するために,相馬行政,相馬保護団体(松川浦で活動する団体),松川浦
住民を対象に質問紙調査を行った.その結果,松川浦住民は白神住民に共感する傾向が見られた.
また,相馬行政は基本的に自神住民に共感しないが,居住地が松川浦に近いか,女性である場合
は白神住民に共感する傾向が見られた.相馬保護団体は基本的に白神住民に共感するが,居住地
が松川浦に近い場合白神住民に共感しない傾向が見られた.これは,居住地と活動場所が近いた
めに,保全活動に関する考え方がローカルなものになっているためだと考えられる.
【第五章　結論と今後の課題】
本研究では｢共有｣ ･ ｢共感｣を両輪とした地域環境保全のあり方を提示した.共有を生かす条
件は,住民の意見を重視することであり, (よそ者)が(地元)に共感することである,共感を
生かす条件は,地域環境保全に行政が取り組む際に,住民の立場から考えられる問題設定を行い,
女性を議論の場に引き込むことである.また,議論の場に保護団体を引き込む際には,その地域
環境と保護団体の活動場所が合致することが重要である.今後の課題には,異なるタイプの地域
環境についても同様の調査を行うことが挙げられる.
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